
平成 22 年 11 月 8 日

各　　位

会 社 名 日立工機株式会社

代 表 者 名 取締役社長　加藤　清

（コード番号 ６５８１　東証・大証１部）

問 合 せ 先 広報室長　吉成　雅人

(TEL.03‐5783‐0601)

（訂正）「平成 21 年 3 月期　第３四半期決算短信」の一部訂正について

当社は、平成 22 年 11 月 1 日付「当社連結子会社の不適切な取引および会計処理に関する調査結果等

について」において、過年度決算の訂正につきましては、確定次第速やかに開示する旨、お知らせいた

しました。このたび、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので下記のとおりご報告いたします。

訂正個所を含むページについては訂正前と訂正後をそれぞれ添付し、訂正個所には　　　　　（アン

ダーライン）を付して表示しております。

記

１．訂正を行う決算短信

　　　決算期　平成 21 年 3 月期　第３四半期決算短信

　　　発表日　平成 21 年１月 29 日

２．訂正の理由

　　　当社連結子会社において不適切な取引および会計処理があったため。

　　　詳細は、平成 22 年 11 月 1 日付「当社連結子会社における不適切な会計処理に関する調査結果等

　　について」をご参照ください。

以　上
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【訂正前】（1 ページ）

平成 21 年 3 月期  第 3 四半期決算短信

平成 21 年 1 月 29 日
　　　　
上場会社名 日立工機株式会社 上場取引所　東 大
コード番号 6581　　　 URL　http://www.hitachi-koki.co.jp/
代表者 （役職名）取締役社長　　　　　　　　　　　（氏名）小西  康之

問合せ先責任者 （役職名）総務本部　広報室長              （氏名）山崎  晋吾        TEL 03ー5783 ー0601
四半期報告書提出予定日 　平成 21 年 2 月 12 日  　　配当支払開始予定日　　　平成 21 年 2 月 27 日

（百万円未満切捨て）
１．平成 21 年 3 月期第 3 四半期の連結業績（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 12 月 31 日）
(1)　連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21 年 3 月期第 3 四半期 114,055 － 11,951 － 10,188 － 7,132 －

20 年 3 月期第 3 四半期 128,968 16.4 15,931 15.3 15,768 15.1 10,485 11.5

１株当たり四半期純利益 潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
21 年 3 月期第 3 四半期 70.36 70.35
20 年 3 月期第 3 四半期 101.53 101.43

(2)　連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
21 年 3 月期第 3 四半期 155,093 115,564 73.9 1,130.20

20 年 3 月期 167,501 121,887 72.1 1,180.02
（参考）自己資本 21 年 3 月期第 3 四半期 114,588 百万円 20 年 3 月期 120,784 百万円

２．配当の状況
１株当たり配当金

（基準日） 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20 年 3 月期 10.00 10.00 10.00 15.00 45.00
21 年 3 月期 11.00 13.00 11.00 ― ―

21 年 3 月期（予想） ― ― ― 11.00 46.00
（注）配当予想の当四半期における修正の有無　：　無
　

３．平成 21 年 3 月期の連結業績予想（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）
（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 151,000 △13.6 15,200 △31.9 13,300 △40.8 8,700 △44.1 85.77

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無　：　無

４．その他
(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：　無
　　新規　―社（社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　除外　―社（社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：　有
　　（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「４.その他」をご覧ください。

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続，表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載

　されるもの）
　　 ① 会計基準等の改正に伴う変更 　有
　　 ② ①以外の変更 　有
　　（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「４.その他」をご覧ください。

(4)発行済株式数（普通株式）
     ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期 123,072,776株 20年3月期 123,072,776株
     ② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期 21,684,851株 20年3月期 20,715,125株
     ③ 期中平均株式数(四半期連結累計期間) 21年3月期第3四半期 101,380,872株 20年3月期第3四半期 103,274,041株

※　業績予想の適切な利用に関する説明，その他特記事項
(1)本資料に掲載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、実際の業績等は、主要市場の経済状況の変動、為替相場の変動、原材料価格の変動など様々な要因により、大きく異なる可能性があります。

(2)当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(3)業績予想の前提となる仮定等については、2 ページ【定性的情報・財務諸表等】の「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。
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【訂正後】（1 ページ）

平成 21 年 3 月期  第 3 四半期決算短信

平成 21 年 1 月 29 日
　　　　
上場会社名 日立工機株式会社 上場取引所　東 大
コード番号 6581　　　 URL　http://www.hitachi-koki.co.jp/
代表者 （役職名）取締役社長　　　　　　　　　　　（氏名）小西  康之

問合せ先責任者 （役職名）総務本部　広報室長              （氏名）山崎  晋吾        TEL 03ー5783 ー0601
四半期報告書提出予定日 　平成 21 年 2 月 12 日  　　配当支払開始予定日　　　平成 21 年 2 月 27 日

（百万円未満切捨て）
１．平成 21 年 3 月期第 3 四半期の連結業績（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 12 月 31 日）
(1)　連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21 年 3 月期第 3 四半期 112,099 － 11,217 － 9,453 － 6,226 －

20 年 3 月期第 3 四半期 128,056 16.1 15,474 13.0 15,311 12.7 9,969 6.8

１株当たり四半期純利益 潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
21 年 3 月期第 3 四半期 61.41 61.41
20 年 3 月期第 3 四半期 96.53 96.44

(2)　連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
21 年 3 月期第 3 四半期 153,487 112,999 73.0 1,104.90

20 年 3 月期 165,438 119,734 71.7 1,159.00
（参考）自己資本 21 年 3 月期第 3 四半期 112,023 百万円 20 年 3 月期 118,632 百万円

２．配当の状況
１株当たり配当金

（基準日） 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20 年 3 月期 10.00 10.00 10.00 15.00 45.00
21 年 3 月期 11.00 13.00 11.00 ― ―

21 年 3 月期（予想） ― ― ― 11.00 46.00
（注）配当予想の当四半期における修正の有無　：　無
　

３．平成 21 年 3 月期の連結業績予想（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）
（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 151,000 △12.7 15,200 △28.6 13,300 △38.0 8,700 △38.9 85.77

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無　：　有

４．その他
(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：　無
　　新規　―社（社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　除外　―社（社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：　有
　　（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「４.その他」をご覧ください。

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続，表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載

　されるもの）
　　 ① 会計基準等の改正に伴う変更 　有
　　 ② ①以外の変更 　有
　　（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「４.その他」をご覧ください。

(4)発行済株式数（普通株式）
     ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期 123,072,776株 20年3月期 123,072,776株
     ② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期 21,684,851株 20年3月期 20,715,125株
     ③ 期中平均株式数(四半期連結累計期間) 21年3月期第3四半期 101,380,872株 20年3月期第3四半期 103,274,041株

※　業績予想の適切な利用に関する説明，その他特記事項
(1)本資料に掲載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、実際の業績等は、主要市場の経済状況の変動、為替相場の変動、原材料価格の変動など様々な要因により、大きく異なる可能性があります。

(2)当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(3)業績予想の前提となる仮定等については、2 ページ【定性的情報・財務諸表等】の「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。
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 当第３四半期（９ヶ月累計）の経済状況は、第２四半期までは、日米に厳しさがみられましたものの、欧州及びそ

の他の海外市場は比較的堅調に推移しました。しかしながら、第２四半期末に起こった米国発の金融危機が、第３四

半期に入り世界の実体経済に多大なる影響を及ぼしました。日米はもとより、それまで比較的堅調だった欧州や、高

い成長を示していた新興国においても景気後退が顕著に表れ出し、世界経済は急速に同時不況の様相を呈しました。

 このような状況の中、当社グループは、成長市場である資源国、新興国を中心に積極的かつ戦略的な拡販などに努

めましたものの、第３四半期は、景気悪化により世界的にマーケットが極度に萎縮したため、連結売上高は前年同期

を下回る１，１４０億５千５百万円となりました。 

 利益面においては、第２四半期までは前年同等の利益を確保したものの、第３四半期は、世界的な需要の冷え込み

による売上の減少に加え、急激かつ大幅な円高の影響により収益性が悪化したため、営業利益１１９億５千１百万

円、経常利益１０１億８千８百万円、四半期純利益７１億３千２百万円と、いずれも前年同期を下回りました。 

 [地域別状況] 

 日本においては、住宅投資の長期低迷、設備投資の減少、個人消費の停滞といった市況の中、販売体制の見直し・

再構築を行い売上確保に努めましたが、予想を上回る売上減少を余儀なくされました。 

 北米地域においては、ホームセンタールートの強化、新規販売ルートの開拓に努めたものの、第３四半期以降、失

業率の上昇、住宅投資の更なる減少、個人消費の大幅な減退など市場環境は一段と悪化したことなどから、売上高は

前年同期を大幅に下回りました。 

 欧州地域においては、第２四半期まではロシア・ドイツ・東欧などが好調であったものの、第３四半期は、為替が

大幅な円高に変動したことに加え、欧州全域に広がった景気の減速感が極端な需要減退につながり、売上高は前年を

若干下回りました。 

 アジア・その他地域においては、大幅な円高に見舞われたものの、中東、中国、インドなどで売上が比較的順調で

あったことから、売上高は前年並みを確保することができました。  

  

  

 ２．連結財政状態に関する定性的情報  

(1)資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期末における総資産は、１，５５０億９千３百万円であり、前連結会計年度末に比べて１２４億７百万

円の減少となりました。このうち、流動資産は１，１７２億２千３百万円となり、１００億５千８百万円減少しまし

た。これは主に、売上減少及び円高の影響により受取手形及び売掛金が減少したことによるものです。 

 負債は、３９５億２千８百万円であり、６０億８千５百万円減少しました。これは主に、未払法人税の減少などに

よるものです。 

 純資産は、１，１５５億６千４百万円であり、６３億２千２百万円減少しました。これは主に、円高の影響により

為替換算調整勘定が減少したことによるものです。 

(2) キャッシュフローの状況 

 営業活動によるキャッシュフローについては、税金等調整前四半期純利益１０６億８千６百万円などがあったもの

の、棚卸資産の増加１３９億８百万円、法人税等の支払額９９億６千８百万円などにより、４０億３千７百万円の支

出となりました。 

 投資活動によるキャッシュフローについては、設備投資などにより、２２億３百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュフローについては、短期借入金の増加４７億２千１百万円などがあったものの、配当金

の支払額３９億６千１百万円、自己株式の取得１３億２千５百万円などにより、５億８千６百万円の支出となりまし

た。 

 以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、前年度末残高から７７億９千４百万円減少し、２１９億２千

３百万円となりました。  

  

  

 ３．連結業績予想に関する定性的情報 

 当面の経済環境をみますと、第３四半期以降急速に進行した世界同時不況に対し、各国政府はさまざまな景気刺激

策を実行または発表しておりますが、その効果は不透明であり、世界経済は引き続き低迷すると思われ、さらにはこ

れまで以上に厳しさを増す懸念もあります。 

[当社グループの施策] 

 このような経済情勢の中、当社グループは、こうしたマーケットの変化に俊敏に対応し、強固な企業体質の構築と

収益力の改善を目指し、第３四半期中からさまざまな対応策をスピードをもって講じております。円高対策としまし

   

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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定性的情報・財務諸表等 

 １．連結経営成績に関する定性的情報  

 当第３四半期（９ヶ月累計）の経済状況は、第２四半期までは、日米に厳しさがみられましたものの、欧州及びそ

の他の海外市場は比較的堅調に推移しました。しかしながら、第２四半期末に起こった米国発の金融危機が、第３四

半期に入り世界の実体経済に多大なる影響を及ぼしました。日米はもとより、それまで比較的堅調だった欧州や、高

い成長を示していた新興国においても景気後退が顕著に表れ出し、世界経済は急速に同時不況の様相を呈しました。

 このような状況の中、当社グループは、成長市場である資源国、新興国を中心に積極的かつ戦略的な拡販などに努

めましたものの、第３四半期は、景気悪化により世界的にマーケットが極度に萎縮したため、連結売上高は前年同期

を下回１，１２０億９千９百万円となりました。 

 利益面においては、第２四半期までは前年同等の利益を確保したものの、第３四半期は、世界的な需要の冷え込み

による売上の減少に加え、急激かつ大幅な円高の影響により収益性が悪化したため、営業利益１１２億１千７百万

円、経常利益９４億５千３百万円、四半期純利益６２億２千６百万円と、いずれも前年同期を下回りました。 

 [地域別状況] 

 日本においては、住宅投資の長期低迷、設備投資の減少、個人消費の停滞といった市況の中、販売体制の見直し・

再構築を行い売上確保に努めましたが、予想を上回る売上減少を余儀なくされました。 

 北米地域においては、ホームセンタールートの強化、新規販売ルートの開拓に努めたものの、第３四半期以降、失

業率の上昇、住宅投資の更なる減少、個人消費の大幅な減退など市場環境は一段と悪化したことなどから、売上高は

前年同期を大幅に下回りました。 

 欧州地域においては、第２四半期まではロシア・東欧などが好調であったものの、第３四半期は、為替が大幅な円

高に変動したことに加え、欧州全域に広がった景気の減速感が極端な需要減退につながり、売上高は前年を下回りま

した。 

 アジア・その他地域においては、大幅な円高に見舞われたものの、中東、中国、インドなどで売上が比較的順調で

あったことから、売上高は前年並みを確保することができました。   

  

  

 ２．連結財政状態に関する定性的情報 

(1)資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期末における総資産は、１，５３４億８千７百万円であり、前連結会計年度末に比べて１１９億５千１

百万円の減少となりました。このうち、流動資産は１，１５６億１千７百万円となり、９６億２百万円減少しまし

た。これは主に、売上減少及び円高の影響により受取手形及び売掛金が減少したことによるものです。 

 負債は、４０４億８千７百万円であり、５２億１千６百万円減少しました。これは主に、未払法人税の減少などに

よるものです。 

 純資産は、１，１２９億９千９百万円であり、６７億３千５百万円減少しました。これは主に、円高の影響により

為替換算調整勘定が減少したことによるものです。 

(2) キャッシュフローの状況 

 営業活動によるキャッシュフローについては、税金等調整前四半期純利益９６億７千７百万円などがあったもの

の、棚卸資産の増加１４４億４千万円、法人税等の支払額９９億６千８百万円などにより、４７億５千４百万円の支

出となりました。 

 投資活動によるキャッシュフローについては、設備投資などにより、２２億３百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュフローについては、配当金の支払額３９億６千１百万円、自己株式の取得１３億２千５

百万円などがあったものの、短期借入金の増加５４億３千８百万円などにより、１億３千万円の収入となりました。

 以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、前年度末残高から７７億９千４百万円減少し、２１９億２千

３百万円となりました。  

  

  

 ３．連結業績予想に関する定性的情報 

 当面の経済環境をみますと、第３四半期以降急速に進行した世界同時不況に対し、各国政府はさまざまな景気刺激

策を実行または発表しておりますが、その効果は不透明であり、世界経済は引き続き低迷すると思われ、さらにはこ

れまで以上に厳しさを増す懸念もあります。 

[当社グループの施策] 

 このような経済情勢の中、当社グループは、こうしたマーケットの変化に俊敏に対応し、強固な企業体質の構築と

収益力の改善を目指し、第３四半期中からさまざまな対応策をスピードをもって講じております。円高対策としまし
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（１）四半期連結貸借対照表

  （単位：百万円）

  
当第３四半期連結会計期間末

（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成20年３月31日） 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金  9,180  10,105

預け金  12,742  19,612

受取手形及び売掛金  36,981  48,978

たな卸資産  48,305  41,632

繰延税金資産  5,374  4,951

その他  5,528  2,997

貸倒引当金 △889 △995

流動資産合計  117,223  127,282

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額）  12,482  12,710

機械装置及び運搬具（純額）  6,489  7,159

土地  3,467  3,530

その他（純額）  2,175  2,978

有形固定資産合計  24,614  26,379

無形固定資産 

のれん  5,353  5,527

その他  2,173  1,935

無形固定資産合計  7,526  7,463

投資その他の資産 

投資有価証券  1,897  2,429

従業員に対する長期貸付金  490  578

繰延税金資産  1,170  1,395

その他  2,275  2,020

貸倒引当金 △106 △48

投資その他の資産合計  5,728  6,375

固定資産合計  37,869  40,218

資産合計  155,093  167,501
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   （１）四半期連結貸借対照表 

  

  （単位：百万円）

  
当第３四半期連結会計期間末

（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成20年３月31日） 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金  9,180  10,105

預け金  12,742  19,612

受取手形及び売掛金  34,729  46,390

たな卸資産  48,945  42,093

繰延税金資産  5,497  4,972

その他  5,375 2,997 

貸倒引当金 △854 △951

流動資産合計  115,617  125,220

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額）  12,482  12,710

機械装置及び運搬具（純額）  6,489  7,159

土地  3,467  3,530

その他（純額）  2,175  2,978

有形固定資産合計  24,614  26,379

無形固定資産 

のれん  5,353  5,527

その他  2,173  1,935

無形固定資産合計  7,526  7,463

投資その他の資産 

投資有価証券  1,897  2,429

従業員に対する長期貸付金  490  578

繰延税金資産  1,170  1,395

その他  2,275  2,020

貸倒引当金 △106 △48

投資その他の資産合計  5,728  6,375

固定資産合計  37,869  40,218

資産合計  153,487  165,438
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  （単位：百万円）

  
当第３四半期連結会計期間末

（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成20年３月31日） 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金  13,191  13,136

短期借入金  11,314  9,963

未払費用  6,913  8,378

未払法人税等  851  6,097

役員賞与引当金  60  110

その他  2,638  3,359

流動負債合計  34,968  41,045

固定負債 

退職給付引当金  3,979  3,979

役員退職慰労引当金  386  389

その他  194  200

固定負債合計  4,560  4,569

負債合計  39,528  45,614

純資産の部 

株主資本 

資本金  17,813  17,813

資本剰余金  21,555  21,533

利益剰余金  97,357  94,255

自己株式 △13,641 △12,340

株主資本合計  123,085  121,262

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金  254  608

繰延ヘッジ損益 △47  0

為替換算調整勘定 △8,704 △1,086

評価・換算差額等合計 △8,496 △477

少数株主持分  976  1,102

純資産合計  115,564  121,887

負債純資産合計  155,093  167,501
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  （単位：百万円）

  
当第３四半期連結会計期間末

（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表 
（平成20年３月31日） 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金  13,293  13,136

短期借入金  11,880  9,963

未払費用  6,917  8,384

未払法人税等  851  6,097

役員賞与引当金  60  110

その他  2,923  3,443

流動負債合計  35,927  41,135

固定負債 

退職給付引当金  3,979  3,979

役員退職慰労引当金  386  389

その他  194  200

固定負債合計  4,560  4,569

負債合計  40,487  45,704

純資産の部 

株主資本 

資本金  17,813  17,813

資本剰余金  21,555  21,533

利益剰余金  94,345  92,149

自己株式 △13,641 △12,340

株主資本合計  120,073  119,156

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金  254  608

繰延ヘッジ損益 △47  0

為替換算調整勘定 △8,257 △1,133

評価・換算差額等合計 △8,049 △524

少数株主持分  976  1,102

純資産合計  112,999  119,734

負債純資産合計  153,487  165,438
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   （第３四半期連結累計期間） 

  

（２）四半期連結損益計算書

  （単位：百万円）

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

売上高  114,055

売上原価  66,948

売上総利益  47,107

販売費及び一般管理費  35,156

営業利益  11,951

営業外収益      

受取利息  312

受取配当金  34

不動産賃貸料  392

貸倒引当金戻入額  12

その他  232

営業外収益合計  984

営業外費用      

支払利息  618

為替差損  1,756

持分法による投資損失  19

固定資産除却損  42

不動産賃貸費用  217

その他  92

営業外費用合計  2,747

経常利益  10,188

特別利益      

土地売却益  562

特別利益合計  562

特別損失      

特別退職金  64

特別損失合計  64

税金等調整前四半期純利益  10,686

法人税等  3,436

少数株主利益  116

四半期純利益  7,132
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  （２）四半期連結損益計算書 

   （第３四半期連結累計期間） 

   

  （単位：百万円）

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

売上高  112,099

売上原価  65,681

売上総利益  46,418

販売費及び一般管理費  35,200

営業利益  11,217

営業外収益      

受取利息  312

受取配当金  34

不動産賃貸料  392

貸倒引当金戻入額  12

その他  231

営業外収益合計  982

営業外費用      

支払利息  618

為替差損  1,756

持分法による投資損失  19

固定資産除却損  42

不動産賃貸費用  217

その他  92

営業外費用合計  2,747

経常利益  9,453

特別利益      

土地売却益  562

特別利益合計  562

特別損失      

特別退職金  64

付加価値税修正損  273

特別損失合計  338

税金等調整前四半期純利益  9,677

法人税等  3,334

少数株主利益  116

四半期純利益  6,226
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

  （単位：百万円）

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益  10,686

減価償却費  3,422

退職給付引当金の増減額（△は減少） △256

受取利息及び受取配当金 △346

支払利息  618

有形固定資産売却損益（△は益） △549

売上債権の増減額（△は増加）  4,187

たな卸資産の増減額（△は増加） △13,908

仕入債務の増減額（△は減少）  4,654

未払金の増減額（△は減少） △531

未払費用の増減額（△は減少）  612

その他 △2,377

小計  6,211

利息及び配当金の受取額  347

利息の支払額 △628

法人税等の支払額 △9,968

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,037

投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資有価証券の取得による支出 △102

有形固定資産の取得による支出 △1,923

有形固定資産の売却による収入  610

無形固定資産の取得による支出 △697

事業譲受による支出 △172

その他  82

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,203

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少）  4,721

自己株式の取得による支出 △1,325

自己株式の売却による収入  45

配当金の支払額 △3,961

その他 △67

財務活動によるキャッシュ・フロー △586

現金及び現金同等物に係る換算差額 △966

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,794

現金及び現金同等物の期首残高  29,718

現金及び現金同等物の四半期末残高  21,923
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  （３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

  （単位：百万円）

  
当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益  9,677

減価償却費  3,422

退職給付引当金の増減額（△は減少） △256

受取利息及び受取配当金 △346

支払利息  618

有形固定資産売却損益（△は益） △549

売上債権の増減額（△は増加）  4,497

たな卸資産の増減額（△は増加） △14,440

仕入債務の増減額（△は減少）  4,755

未払金の増減額（△は減少） △531

未払費用の増減額（△は減少）  612

その他 △1,965

小計  5,494

利息及び配当金の受取額  347

利息の支払額 △628

法人税等の支払額 △9,968

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,754

投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資有価証券の取得による支出 △102

有形固定資産の取得による支出 △1,923

有形固定資産の売却による収入  610

無形固定資産の取得による支出 △697

事業譲受による支出 △172

その他  82

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,203

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少）  5,438

自己株式の取得による支出 △1,325

自己株式の売却による収入  45

配当金の支払額 △3,961

その他 △67

財務活動によるキャッシュ・フロー  130

現金及び現金同等物に係る換算差額 △966

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,794

現金及び現金同等物の期首残高  29,718

現金及び現金同等物の四半期末残高  21,923
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

 該当事項はありません。 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める電動工具事業の割合が、いずれも90％を超えている

ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

  

〔海外売上高〕  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国、ロシア 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 35,888  8,000  45,788  19,552  4,825  114,055  －  114,055

(2）セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 24,948  34,997  225  387  33  60,594 (60,594)  －

計  60,837  42,998  46,014  19,940  4,859  174,650 (60,594)  114,055

営業利益  8,360  3,553  1,361  △8  233  13,500 (1,549)  11,951

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  8,719  46,288  21,068  5,590  81,666

Ⅱ 連結売上高（百万円）                          114,055

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 7.6  40.6  18.5  4.9  71.6
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

  

  （４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。  

  

  （５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める電動工具事業の割合が、いずれも90％を超えている

ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

〔所在地別セグメント情報〕 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア  

   

〔海外売上高〕 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国、ロシア 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

  

  

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 35,888  8,000  43,831  19,552  4,825  112,099  －  112,099

(2）セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 24,948  34,997  225  387  33  60,594 (60,594)  －

計  60,837  42,998  44,057  19,940  4,859  172,693 (60,594)  112,099

営業利益  8,360  3,553  671  △8  233  12,810 (1,592)  11,217

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  8,719  44,331  21,068  5,590  79,709

Ⅱ 連結売上高（百万円）                          112,099

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 7.8  39.5  18.8  5.0  71.1
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 該当事項はありません。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表等

（１）（要約）四半期連結損益計算書

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年12月31日） 

区分 金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ 売上高      128,968 100.0

Ⅱ 売上原価      75,001 58.2

売上総利益      53,967 41.8

Ⅲ 販売費及び一般管理費      38,036 29.4

営業利益      15,931 12.4

Ⅳ 営業外収益             

１．受取利息 290        

２．受取配当金 36        

３．不動産賃貸料 327        

４．貸倒引当金戻入額 3        

５．その他 167 826 0.6

Ⅴ 営業外費用             

１．支払利息 462        

２．為替差損 174        

３．持分法による投資損失 10        

４．固定資産除却損 67        

５．不動産賃貸費用 204        

６．その他 69 989 0.8

経常利益      15,768 12.2

Ⅵ 特別利益             

１．土地売却益 81        

２．受取補償金 88 169 0.2

税金等調整前四半期純利益      15,938 12.4

法人税等      5,350 4.2

少数株主利益      103 0.1

四半期純利益      10,485 8.1
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  （６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記   

     該当事項はありません。  

  

 「参考資料」 

  前年同四半期に係る財務諸表等 

  （１）（要約）四半期連結損益計算書  

  

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年12月31日） 

区分 金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ 売上高      128,056 100.0

Ⅱ 売上原価      74,727 58.4

売上総利益      53,328 41.6

Ⅲ 販売費及び一般管理費      37,854 29.5

営業利益      15,474 12.1

Ⅳ 営業外収益             

１．受取利息 290        

２．受取配当金 36        

３．不動産賃貸料 327        

４．貸倒引当金戻入額 3        

５．その他 167 826 0.7

Ⅴ 営業外費用             

１．支払利息 462        

２．為替差損 174        

３．持分法による投資損失 10        

４．固定資産除却損 67        

５．不動産賃貸費用 204        

６．その他 69 989 0.8

経常利益      15,311 12.0

Ⅵ 特別利益             

１．土地売却益 81        

２．受取補償金 88 169 0.1

Ⅶ 特別損失             

１．付加価値税修正損 89 89    0.1

税金等調整前四半期純利益      15,392 12.0

法人税等      5,320 4.0

少数株主利益      103 0.1

四半期純利益      9,969 7.9
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年12月31日） 

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

１．税金等調整前四半期純利益  15,938

２．減価償却費  3,555

３．退職給付引当金の増減額(△は減少) △311

４．受取利息及び配当金 △327

５．支払利息  462

６．有形固定資産売却益(△は益) △74

７．売上債権の増減額(△は増加) △1,731

８．たな卸資産の増減額(△は増加) △7,697

９．仕入債務の増減額（△は減少）  984

10．未払金の増減額(△は減少) △24

11．未払費用の増減額(△は減少)  474

12．その他 △189

小計  11,058

13．利息及び配当金の受取額  327

14．利息の支払額 △452

15．法人税等の支払額 △6,834

営業活動によるキャッシュ・フロー  4,099

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

１．投資有価証券の取得による支出 △379

２．有形固定資産の取得による支出 △2,472

３．有形固定資産の売却による収入  367

４．無形固定資産の取得による支出 △471

５．連結の範囲の変更を伴う 
子会社株式の取得による支出 

△225

６．事業譲受による支出  △2,007

７．その他   83

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,106

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

１．短期借入金の純増減額(△は減少)  881

２．自己株式の取得による支出 △42

３．自己株式の売却による収入  38

４．配当金の支払額 △3,582

５．その他 △80

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,784

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  39

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △3,752

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  30,975

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高  27,222
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  （２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年12月31日） 

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

１．税金等調整前四半期純利益  15,392

２．減価償却費  3,555

３．退職給付引当金の増減額(△は減少) △311

４．受取利息及び配当金 △327

５．支払利息  462

６．有形固定資産売却益(△は益) △74

７．売上債権の増減額(△は増加) △1,173

８．たな卸資産の増減額(△は増加) △7,723

９．仕入債務の増減額（△は減少）  998

10．未払金の増減額(△は減少) △24

11．未払費用の増減額(△は減少)  474

12．その他 △264

小計  11,058

13．利息及び配当金の受取額  327

14．利息の支払額 △452

15．法人税等の支払額 △6,834

営業活動によるキャッシュ・フロー  4,099

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

１．投資有価証券の取得による支出 △379

２．有形固定資産の取得による支出 △2,472

３．有形固定資産の売却による収入  367

４．無形固定資産の取得による支出 △471

５．連結の範囲の変更を伴う 
子会社株式の取得による支出 

△225

６．事業譲受による支出  △2,007

７．その他   83

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,106

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

１．短期借入金の純増減額(△は減少)  881

２．自己株式の取得による支出 △42

３．自己株式の売却による収入  38

４．配当金の支払額 △3,582

５．その他 △80

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,784

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  39

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △3,752

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  30,975

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高  27,222
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前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

  

〔海外売上高〕  

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

  

（３）セグメント情報

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 40,412  7,345  47,633  28,923  4,653  128,968  －  128,968

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

 27,650  33,847  244  43  16  61,803 (61,803)  －

計  68,063  41,193  47,878  28,966  4,669  190,771 (61,803)  128,968

営業利益  12,933  3,676  1,822  △357  179  18,254 (2,323)  15,931

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  8,685  47,360  30,456  5,742  92,245

Ⅱ 連結売上高（百万円）  ―  ―  ―  ―  128,968

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 6.7  36.7  23.6  4.5  71.5
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  （３）セグメント情報 

〔所在地別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア……………シンガポール、マレーシア、中国 

(2）ヨーロッパ………ドイツ、フランス、オランダ、英国 

(3）北アメリカ………米国、カナダ 

(4）その他……………オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

   

  
日本 

(百万円) 
アジア 
(百万円) 

ヨーロッパ
(百万円) 

北アメリカ
(百万円) 

その他
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                                

(1）外部顧客に 

対する売上高 
 40,136  7,345  46,997  28,923  4,653  128,056  －  128,056

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

 27,650  33,847  244  43  16  61,803 (61,803)  －

計  67,787  41,193  47,242  28,966  4,669  189,859 (61,803)  128,056

営業利益  12,933  3,676  1,393  △357  179  17,826 (2,352)  15,474

  アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  8,685  46,724  30,456  5,742  91,609

Ⅱ 連結売上高（百万円）  ―  ―  ―  ―  128,056

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
 6.8  36.4  23.8  4.5  71.5
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